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条条 例例

政 治 倫 理 の 確 立 の た め の 宮 崎 県 知 事 の 資 産 等 の 公 開 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 四 十 七 号

政 治 倫 理 の 確 立 の た め の 宮 崎 県 知 事 の 資 産 等 の 公 開 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例

政 治 倫 理 の 確 立 の た め の 宮 崎 県 知 事 の 資 産 等 の 公 開 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 宮 崎 県 条 例

第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 第 四 号 中 「 、 貯 金 （ 普 通 貯 金 を 除 く 。 ） 及 び 郵 便 貯 金 （ 通 常 郵 便 貯 金 を 除

く 。 ） 」 を 「 及 び 貯 金 （ 普 通 貯 金 を 除 く 。 ） 」 に 、 「 、 貯 金 及 び 郵 便 貯 金 」 を 「 及 び 貯 金 」

に 改 め 、 同 項 第 五 号 を 削 り 、 同 項 第 六 号 中 「 証 券 取 引 法 」 を 「 金 融 商 品 取 引 法 」 に 改 め 、

同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 第 七 号 か ら 第 十 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。
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附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 一 項 第 四 号 の 改 正 規 定 及 び 次

項 の 規 定 は 、 平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 第 二 条 第 一 項 第 四 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 平 成 十 九 年 十

月 一 日 前 に 有 し て い た 郵 便 貯 金 （ 通 常 郵 便 貯 金 を 除 く 。 ） 及 び 郵 政 民 営 化 法 等 の 施 行 に

伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 号 ） 附 則 第 三 条 第 十 号 に 規

定 す る 旧 郵 便 貯 金 （ 通 常 郵 便 貯 金 を 除 く 。 ） は 、 預 金 と み な す 。

財 産 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 四 十 八 号

財 産 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

財 産 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 こ え る 」 を 「 超 え る 」 に 改 め る 。

第 四 条 第 二 項 中 「 こ え て 」 を 「 超 え て 」 に 改 め る 。

第 五 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 普 通 財 産 」 を 「 公 有 財 産 」 に 改 め る 。

第 七 条 中 「 さ ま た げ な い 」 を 「 妨 げ な い 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫
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宮 崎 県 条 例 第 四 十 九 号

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

第 十 条 第 一 項 中 「 六 月 以 上 」 を 「 十 二 月 以 上 （ 特 定 退 職 者 （ 雇 用 保 険 法 （ 昭 和 四 十 九 年

法 律 第 百 十 六 号 ） 第 二 十 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 受 給 資 格 者 に 相 当 す る も の と し て 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る も の を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に あ つ て は 、 六 月 以 上 ） 」

に 、 「 雇 用 保 険 法 （ 昭 和 四 十 九 年 法 律 第 百 十 六 号 ） 」 を 「 同 法 」 に 、 「 同 法 第 二 十 三 条 第

二 項 に 規 定 す る 特 定 受 給 資 格 者 に 相 当 す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 を 同 項 」

を 「 特 定 退 職 者 を 同 法 第 二 十 三 条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 六 月 以 上 」 を 「 十 二 月

以 上 （ 特 定 退 職 者 に あ つ て は 、 六 月 以 上 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 十 七 項 中 「 又 は 船 員 保 険 法 （

昭 和 十 四 年 法 律 第 七 十 三 号 ） 」 を 削 る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 条 第 十 七 項 の 改 正 規 定

及 び 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条 例 」 と い う 。

） 第 十 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に

つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

3 改 正 後 の 条 例 第 十 条 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 雇 用 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （

平 成 十 九 年 法 律 第 三 十 号 ） 附 則 第 四 十 二 条 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る も の と さ れ

た 同 法 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 船 員 保 険 法 （ 昭 和 十 四 年 法 律 第 七 十 三 号 ） の 規 定 に

よ る 失 業 等 給 付 の 支 給 を 受 け る 者 に 対 し て 支 給 し て は な ら な い 。

単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条
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例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 号

単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例

（ 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年

宮 崎 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 四 項 中 「 六 月 以 上 」 を 「 十 二 月 以 上 （ 任 命 権 者 が 定 め る 者 に あ つ て は 、 六

月 以 上 ） 」 に 改 め る 。

第 十 四 条 第 二 項 中 「 三 歳 に 満 た な い 」 を 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 」 に 改 め

る 。
（ 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 四 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 三 条 第 四 項 中 「 六 月 以 上 」 を 「 十 二 月 以 上 （ 管 理 者 が 定 め る 者 に あ つ て は 、 六 月

以 上 ） 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 第 二 項 中 「 三 歳 に 満 た な い 」 を 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 」 に 改 め

る 。
（ 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十

二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 一 条 第 四 項 中 「 六 月 以 上 」 を 「 十 二 月 以 上 （ 管 理 者 が 定 め る 者 に あ っ て は 、 六

月 以 上 ） 」 に 改 め る 。

第 二 十 二 条 第 二 項 中 「 三 歳 に 満 た な い 」 を 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 」 に 改
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め る 。
附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関

す る 条 例 第 十 二 条 第 四 項 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準

を 定 め る 条 例 第 十 三 条 第 四 項 及 び 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種

類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 第 二 十 一 条 第 四 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 退 職 に

係 る 退 職 手 当 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例

に よ る 。

知 事 等 の 給 料 の 減 額 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 一 号

知 事 等 の 給 料 の 減 額 に 関 す る 条 例

知 事 及 び 副 知 事 の 給 料 の 額 並 び に 常 勤 の 監 査 委 員 の う ち 代 表 監 査 委 員 及 び 教 育 長 の 給 料

の 月 額 は 、 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 十 七 号 ） 第 三

条 、 常 勤 の 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 六 号 ）

第 三 条 、 教 育 長 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 六 号 ） 第 三 条 並 び に

知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 六 号 ） 第 一 条 、 第 二 条 及 び 第

六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 算 出 し た 額 か ら 、 別 表 の 職 名 の 欄 に 掲 げ る

区 分 に 応 じ 、 同 表 の 期 間 の 欄 に 掲 げ る 期 間 に つ い て は 、 同 表 の 割 合 の 欄 に 掲 げ る 割 合 を 知

事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 別 表 、 常 勤 の 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 第 三

条 及 び 教 育 長 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 第 三 条 に 定 め る 額 に 乗 じ て 得 た 額 を 減 じ た 額 と す る 。
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た だ し 、 手 当 の 額 の 算 出 の 基 礎 と な る 給 料 の 額 及 び 給 料 の 月 額 は 、 こ の 限 り で な い 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 一 月 三 十 日 限 り 、 そ の 効 力 を 失 う 。

別 表
宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 二 号

宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 二 十 八 の 項 中 「 ４ 、 、 、 、 及 び 」 を 「 ５ 、 、 、 、 及 び 」 に28 10 13 14 16 22 11 14 15 17 23

改 め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 ４ 、 、 、 、 及 び 」 を 「 ５ 、 、 、 、28 29 27 10 13 14 16 22 11 14 15

及 び 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 ４ 、 、 、 、 及 び 」 を 「 ５ 、17 23 27 28 26 10 13 14 16 22

、 、 、 及 び 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 ４ 、 、 、 、 及 び11 14 15 17 23 26 27 25 10 13 14 16

」 を 「 ５ 、 、 、 、 及 び 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 ４ 、 、 、22 11 14 15 17 23 25 26 24 10 13

、 及 び 」 を 「 ５ 、 、 、 、 及 び 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 を と し 、14 16 22 11 14 15 17 23 24 25 23 24

を と し 、 同 項 中 「 第 四 十 七 条 第 五 項 」 の 下 に 「 （ 第 三 十 四 条 の 二 第 二 項 に お い て 準22 23 21

職 名 割 合期 間

知 事
副 知 事

代 表 監 査 委 員

教 育 長

平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 同 年 十 月 三 十 一 日 ま で

平 成 十 九 年 十 一 月 一 日 か ら 同 年 十 一 月 三 十 日 ま で

平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 同 年 十 月 三 十 一 日 ま で

平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 同 年 十 月 三 十 一 日 ま で

平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 同 年 十 月 三 十 一 日 ま で

百 分 の 三 十

百 分 の 六 十

百 分 の 二 十

百 分 の 二 十

百 分 の 二 十
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用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 第 四 十 七 条 第 四 項 」 の 下21 22 20

に 「 （ 第 三 十 四 条 の 二 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 を と20 21

し 、 同 項 中 「 及 び 第 三 項 」 の 下 に 「 （ 第 三 十 四 条 の 二 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含19

む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 第 四 十 七 条 第 一 項 （ 」 の 下 に 「 第 三 十 四19 20 18

条 の 二 第 二 項 及 び 」 を 加 え 、 同 項 中 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、18 19 17 18 16 17 15 16

を と し 、 同 項 中 「 第 四 十 一 条 第 二 項 た だ し 書 （ 」 の 下 に 「 第 三 十 四 条 の 二 第 二 項 及14 15 13

び 」 を 加 え 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 第 四 十 一 条 第 一 項 （ 」 の 下 に 「 第 三 十 四 条 の13 14 12

二 第 二 項 及 び 」 を 加 え 、 同 項 中 を と し 、 を と し 、 を と し 、 ９ を と し 、 ８ を12 13 11 12 10 11 10

９ と し 、 ７ を ８ と し 、 ６ を ７ と し 、 ５ を ６ と し 、 ４ を ５ と し 、 ３ を ４ と し 、 ４ の 前 に 次 の

よ う に 加 え る 。

別 表 二 十 九 の 項 １ 中 「 第 三 十 四 条 第 九 号 」 を 「 第 三 十 四 条 第 十 三 号 」 に 改 め 、 同 項 ２ 中

「 第 三 十 四 条 第 十 号 」 を 「 第 三 十 四 条 第 十 四 号 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 ９ を と し 、10 11 10

８ を ９ と し 、 ７ を ８ と し 、 ６ を ７ と し 、 ５ を ６ と し 、 ４ を ５ と し 、 ５ の 前 に 次 の よ う に 加

え る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 一 月 三 十 日 か ら 施 行 す る 。

使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 三 号

3 第 三 十 四 条 の 二 第 一 項 （ 第 三 十 五 条 の 二 第 四 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 国 の 機 関 又 は 都 道 府 県 等

と の 協 議 に 関 す る こ と 。

4 第 四 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 国 の 機 関 又 は 都 道 府 県 等 と

の 協 議 に 関 す る こ と 。
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使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
第 三 条 第 一 項 第 十 一 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 一 の 二 温 泉 法 第 六 条 第 一 項 又 は 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 土 地 の 掘 削 の 許 可 を 受

け た 地 位 の 承 継 の 承 認 申 請 に 対 す る 審 査 土 地 掘 削 許 可 を 受 け た 地 位 の 承 継 の 承 認 申

請 手 数 料

第 三 条 第 一 項 第 十 二 号 中 「 第 九 条 第 一 項 」 を 「 第 十 一 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 号 の 次 に 次

の 一 号 を 加 え る 。

十 二 の 二 温 泉 法 第 十 一 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 同 法 第 六 条 第 一 項 又 は 第 七 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く ゆ う 出 路 の 増 掘 又 は 動 力 の 装 置 の 許 可 を 受 け た 地 位 の 承 継 の 承 認 申 請

に 対 す る 審 査 ゆ う 出 路 増 掘 又 は 動 力 装 置 の 許 可 を 受 け た 地 位 の 承 継 の 承 認 申 請 手 数

料
第 三 条 第 一 項 第 十 三 号 中 「 第 十 三 条 第 一 項 」 を 「 第 十 五 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 第 十 三

号 の 二 中 「 第 十 五 条 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 三 号 の 三 と し 、

同 項 第 十 三 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 三 の 二 温 泉 法 第 十 六 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 温 泉 の 利 用 の 許 可

を 受 け た 地 位 の 承 継 の 承 認 申 請 に 対 す る 審 査 温 泉 利 用 許 可 を 受 け た 地 位 の 承 継 の 承

認 申 請 手 数 料

第 三 条 第 一 項 第 四 百 二 号 中 「 又 は 第 十 二 項 た だ し 書 」 を 「 、 第 十 二 項 た だ し 書 又 は 第 十

三 項 た だ し 書 」 に 、 「 用 途 地 域 に お け る 建 築 等 許 可 申 請 手 数 料 」 を 「 用 途 地 域 等 に お け る

建 築 等 許 可 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 項 第 四 百 十 七 号 中 「 第 六 十 八 条 の 五 の 二 第 二 項 」 を 「

第 六 十 八 条 の 五 の 三 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 第 四 百 十 八 号 中 「 第 六 十 八 条 の 五 の 四 第 一 項 」

を 「 第 六 十 八 条 の 五 の 五 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 第 四 百 十 九 号 中 「 第 六 十 八 条 の 五 の 五 第 一

項 」 を 「 第 六 十 八 条 の 五 の 六 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 第 四 百 四 十 七 号 中 「 第 四 十 三 条 」 を 「

第 四 十 三 条 第 一 項 」 に 改 め る 。
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別 表 第 二 の 十 一 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

別 表 第 二 の 十 二 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

別 表 第 二 中 十 三 の 二 の 項 を 十 三 の 三 の 項 と し 、 十 三 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 二 の 二
ゆ う

出 路 増

掘 又 は

動 力 装

置 の 許

可 を 受

け た 地

位 の 承

継 の 承

認 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 七 千 四 百 円

一 件 に つ き 七 千 四 百 円十 三 の 二
温 泉

十 一 の 二
土 地

掘 削 許

可 を 受

け た 地

位 の 承

継 の 承

認 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 七 千 四 百 円
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別 表 第 二 の 四 百 二 の 項 中 「 用 途 地 域 に お け る 建 築 等 許 可 申 請 手 数 料 」 を 「 用 途 地 域 等 に

お け る 建 築 等 許 可 申 請 手 数 料 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 月 二 十 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、

当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 第 三 条 第 一 項 第 四 百 十 七 号 か ら 第 四 百 十 九 号 ま で の 改 正 規 定 公 布 の 日

二 第 三 条 第 一 項 第 四 百 二 号 の 改 正 規 定 、 同 項 第 四 百 四 十 七 号 の 改 正 規 定 及 び 別 表 第 二

の 四 百 二 の 項 の 改 正 規 定 平 成 十 九 年 十 一 月 三 十 日

宮 崎 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 四 号

宮 崎 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

宮 崎 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 十 一 条 の 八 中 「 証 券 業 者 等 」 を 「 金 融 商 品 取 引 業 者 等 」 に 改 め る 。

第 三 十 二 条 第 一 項 中 「 特 定 信 託 の 受 託 者 で あ る 法 人 の 行 う 信 託 業 （ 特 定 信 託 に 係 る も の

に 限 る 。 ） 並 び に 」 を 削 り 、 同 条 中 第 二 項 を 削 り 、 第 三 項 を 第 二 項 と し 、 同 条 第 四 項 中 「

又 は 第 二 項 」 を 削 り 、 同 項 第 一 号 ニ を 削 り 、 同 項 第 二 号 及 び 第 三 号 を 次 の よ う に 改 め 、 同

利 用 許

可 を 受

け た 地

位 の 承

継 の 承

認 申 請

手 数 料
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項 を 同 条 第 三 項 と す る 。

二 特 別 法 人 各 事 業 年 度 の 所 得 及 び 清 算 所 得 に 百 分 の 六 ・ 六 の 税 率 を 乗 じ て 得 た 金 額

三 そ の 他 の 法 人 各 事 業 年 度 の 所 得 及 び 清 算 所 得 に 百 分 の 九 ・ 六 の 税 率 を 乗 じ て 得 た

金 額

附 則 第 十 一 項 中 「 各 事 業 年 度 分 、 各 連 結 事 業 年 度 分 及 び 各 特 定 信 託 の 各 計 算 期 間 分 」 を

「 各 事 業 年 度 分 及 び 各 連 結 事 業 年 度 分 」 に 改 め る 。

附 則 第 二 十 八 項 中 「 同 条 第 四 項 第 二 号 イ 」 を 「 同 条 第 三 項 第 二 号 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 第 三 十 二 条 、 附 則 第 十 一 項 及 び 第 二 十 八 項 の 規 定 は 、 こ の 条

例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 効 力 が 生 ず る 信 託 （ 遺 言 に よ っ て さ れ

た 信 託 に あ っ て は 施 行 日 以 後 に 遺 言 が さ れ た も の に 限 り 、 信 託 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律

の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 百 九 号 ） 第 三 条 第 一 項 、 第 六 条 第 一 項 、 第 十

一 条 第 二 項 、 第 十 五 条 第 二 項 、 第 二 十 六 条 第 一 項 、 第 三 十 条 第 二 項 又 は 第 五 十 六 条 第 二

項 の 規 定 に よ り 同 法 第 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 新 法 信 託 と さ れ た 信 託 （ 以 下 「 新 法 信 託 」

と い う 。 ） を 含 む 。 ） に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 効 力 が 生 じ た 信 託 （ 遺 言 に よ っ て さ

れ た 信 託 に あ っ て は 施 行 日 前 に 遺 言 が さ れ た も の を 含 み 、 新 法 信 託 を 除 く 。 ） に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 五 号

退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 宮 崎 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

第 十 一 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

第 十 一 条 の 二 年 金 の 支 給 を 停 止 す べ き 事 由 が 生 じ た に も か か わ ら ず 、 そ の 支 給 を 停 止 す

べ き 期 間 の 分 と し て 年 金 が 支 払 わ れ た と き は 、 そ の 支 払 わ れ た 年 金 は 、 そ の 後 に 支 払 う

べ き 年 金 の 内 払 と み な す こ と が で き る 。 年 金 を 減 額 し て 改 定 す べ き 事 由 が 生 じ た に も か

か わ ら ず 、 そ の 事 由 が 生 じ た 月 の 翌 月 以 後 の 分 と し て 減 額 し な い 額 の 年 金 が 支 払 わ れ た

場 合 に お け る そ の 年 金 の そ の 減 額 す べ き で あ つ た 部 分 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

第 十 一 条 の 三 年 金 を 受 け る 権 利 を 有 す る 者 が 死 亡 し た た め そ の 年 金 を 受 け る 権 利 が 消 滅

し た に も か か わ ら ず 、 そ の 死 亡 の 日 の 属 す る 月 の 翌 月 以 後 の 分 と し て 当 該 年 金 の 過 誤 払

が 行 わ れ た 場 合 に お い て 、 当 該 過 誤 払 に よ る 返 還 金 に 係 る 債 権 （ 以 下 「 返 還 金 債 権 」 と

い う 。 ） に 係 る 債 務 の 弁 済 を す べ き 者 に 支 払 う べ き 年 金 が あ る と き は 、 規 則 で 定 め る と

こ ろ に よ り 、 当 該 年 金 の 支 払 金 の 金 額 を 当 該 過 誤 払 に よ る 返 還 金 債 権 の 金 額 に 充 当 す る

こ と が で き る 。

第 五 十 一 条 中 「 重 度 障 害 の 状 態 に あ つ て 」 を 「 吏 員 及 び こ れ に 準 ず る 者 の 死 亡 の 当 時 か

ら 重 度 障 害 の 状 態 に あ つ て 、 か つ 、 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 成 年 の 子 の 遺 族 年 金 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 に 関 す る 条 例 第 五 十 一 条 の 規 定 は 、

こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 遺 族 年 金 を 受 け る 権 利 又 は 資 格 を 有 す る 成 年 の 子 に つ い て は 、

こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 に 関 す る 条 例 第 五 十 一 条 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 任 意 入 院 者



宮 崎 県 公 報 平成 19年 ９ 月 30日（日曜日） 号外 第 101号

害 13害

の 症 状 等 の 報 告 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 六 号

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 任 意 入

院 者 の 症 状 等 の 報 告 に 関 す る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百

二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 任 意 入 院 者 （

同 項 に 規 定 す る 任 意 入 院 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 症 状 等 の 報 告 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定

め る も の と す る 。

（ 報 告 ）

第 二 条 法 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 精 神 科 病 院 の 管 理 者 は 、 当 該 精 神 科 病 院 に 入

院 中 の 任 意 入 院 者 の 症 状 及 び 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 昭 和

二 十 五 年 厚 生 省 令 第 三 十 一 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 五 各 号 に 掲 げ る 事 項

に つ い て 、 知 事 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

2 前 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 、 精 神 科 病 院 の 管 理 者 が 法 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る

精 神 科 病 院 の 管 理 者 に 該 当 す る こ と と な っ た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら 、 任 意 入 院 者 が 入

院 し た 日 の 属 す る 月 を 初 月 と す る 同 月 以 後 の 十 二 月 ご と の 各 月 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 当 該 任 意 入 院 者 が 省 令 第 二 十 条 の 四 第 二 号 に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る 者 で あ る と

き は 、 こ れ ら の 報 告 に 加 え て 当 該 入 院 し た 日 の 属 す る 月 を 初 月 と し て 六 月 を 経 過 す る 月

に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 委 任 ）

第 三 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に

定 め る 。
附 則
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こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

都 市 計 画 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 七 号

都 市 計 画 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

都 市 計 画 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 及 び 第 三 十 一 条 た だ し 書 」 及 び 「 及 び 市 街 化 調 整 区 域 に お け る 開 発 区 域 の 面

積 」 を 削 る 。

第 三 条 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 十 九 年 十 一 月 三 十 日 か ら 施 行 す る 。

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 九 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 五 十 八 号

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中

「

」

を

県 立 日 向 工 業 高 等 学 校

県 立 小 林 工 業 高 等 学 校

県 立 宮 崎 南 高 等 学 校

日 向 市 大 字 平 岩 八 、 七 五 〇 番 地

小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二

宮 崎 市 月 見 ヶ 丘 五 丁 目 二 番 一 号
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「

」

に 、
「

」

を
「

」

に 、
「

」

を
「

」

に 改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 改 正 規 定 中

「

」

を
「

」

に 改 め る 部 分 は 、 平 成 二 十 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

県 立 日 向 工 業 高 等 学 校

県 立 宮 崎 南 高 等 学 校

日 向 市 大 字 平 岩 八 、 七 五 〇 番 地

宮 崎 市 月 見 ヶ 丘 五 丁 目 二 番 一 号

県 立 日 南 工 業 高 等 学 校

県 立 小 林 商 業 高 等 学 校

県 立 門 川 高 等 学 校

日 南 市 大 字 板 敷 四 一 〇 番 地

小 林 市 大 字 堤 一 〇 八 番 地 の 一

東 臼 杵 郡 門 川 町 大 字 門 川 尾 末 二 、 六 八 〇 番 地

県 立 日 南 工 業 高 等 学 校

県 立 門 川 高 等 学 校

日 南 市 大 字 板 敷 四 一 〇 番 地

東 臼 杵 郡 門 川 町 大 字 門 川 尾 末 二 、 六 八 〇 番 地

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 延 岡 市 牧 町 四 、 七 二 二 番 地

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校

延 岡 市 牧 町 四 、 七 二 二 番 地

小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 延 岡 市 牧 町 四 、 七 二 二 番 地

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校

延 岡 市 牧 町 四 、 七 二 二 番 地

小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二
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